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　防波堤では、プレキャスト部材やポストテンション部材ばかりでなく、大型ケーソンや付帯構造物の緊結材とし

てもＰＣが多く用いられている。これらの防波堤は表－3.1の分類表では“その他の形式の防波堤”に含まれる。

　構造形式は、波力に対する抵抗形式によって重力式特殊防波堤と非重力式防波堤に分けられ、そのなかでさ

らに、数種類に分類される。

❶重力式特殊防波堤
　波力に対して重量で抵抗する形式のもので、主として在来の混成堤の直立部を消波性能や耐波安定性などの

面から改良した構造である。

　①消波ケーソン堤

　　ＰＣを導入した代表的な消波ケーソン堤には、曲面スリットケーソン堤と二重円筒ケーソン堤がある。

　　●曲面スリットケーソン堤

　曲面スリットケーソン堤は、1/4円形の曲面梁を防波堤本体の前面に取り付けたもので、ポストテンション

方式による防波部材（曲面梁）と、この部材を函体に接合するときの接合工法にＰＣ技術を用いている。

　大水深になると、消波ブロックの量が膨大となり工費が高騰するため、同程度の消波能力を確保するた

め曲面スリットを用いた消波構造が考案された。

　曲面梁には、遊水室内から最大の波力が与えられ、部材に大きな引張力が生じる。このことからこの部分

をＰＣ構造とするのが有利である。

写真－3.1　曲面梁緊張状況 写真－3.2　曲面梁設置状況

写真－3.3　ケーソン完成 写真－3.4　ケーソン進水状況
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　　●二重円筒ケーソン堤

　二重円筒ケーソン堤は、従来、防波堤の建設が非常に困難とされた大水深海域における高波浪を制御

し、適度に静穏な海域を経済的に造成する構造物として開発されたものである。

　二重円筒ケーソン堤は、底版の上に二重の円筒を配置した構造となっている。外側円筒と内側円筒との

間にはドーナツ状の遊水室を設けており、外側の円筒に適度な孔を設けることにより、消波および海水交換

機能をもたせることができる。

　内外の円筒壁には、面内引張力に対して鉛直および円周方向にプレストレスを導入している。

写真－3.6　ケーソン据付状況（境港）
写真－3.7　ケーソン完成（境港）

写真－3.5　ＰＣ用シース設置（境港）

写真－3.8　海上製作状況（柴山港） 写真－3.9　海上製作状況（柴山港）

../../04.html


港湾PC構造物実績集

3.2　用途／形式

前ページメニュー 後ページ第3章　防波堤

43

　①異形ケーソン堤

　異形ケーソン堤は設置地盤の条件にあわせた独特

の形状をもち、大型化した堤体の部材や接合部にＰＣ

技術が用いられている。

　　●半円形ケーソン堤

　半円形ケーソン堤は、比較的水深の浅い海域で、軟

弱地盤上での低地盤反力型防波堤として開発されたも

のである。

　断面を半円形としていることより波圧は円の中心に

向かいケーソンの安定向上に寄与するため全体として

軽量化が図れる。また、円形の部材はプレキャストＰＣ

部材とし、底版とはＰＣ鋼材により緊結する工法を採用

している。

　　●台形ケーソン堤

　大水深域の軟弱地盤上において、従来の矩形ケーソ

ンでは地盤のすべり破壊の危険がある場合には底面幅

が大きくとれる台形ケーソンが有利となる。また、壁面

が傾斜しているため作用する波力が鉛直下向きに作用

するので安定性の良い構造となる。

　台形ケーソンは従来の矩形ケーソンより底面幅が大

きくなるので、分割して製作し、海上にてＰＣ鋼材によ

って結合している。

写真－3.11　ケーソン完成進水状況 写真－3.12　シース管設置状況

図－3.1　台形ケーソンのイメージ

写真－3.13　函内での緊張状況（接合時） 写真－3.14　洋上接合状況

写真－3.10　半円形防波堤
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　　●長大ケーソン堤

　長大ケーソンは、通常のケーソンの数倍の長さがあり、波を受ける部分が長くなる。したがって、波圧分布

の位相差により従来の設計波圧よりも小さくなるため、通常のケーソンに比べ断面を小さくすることができ

る（波圧の平滑化効果）。

　施工面では、ケーソン１函の延長が長いので従来の数函分の据付け延長分を１回の施工で行うことがで

き、工期の短縮が図れる。

　また、函体が長いため平面的な回転や曳航時に生じるねじれ・曲げが大きくなるので、これらに抵抗する

ため、ＰＣ鉄骨構造が採用されている。

写真－3.17　ケーソン曳航状況

写真－3.18　ケーソン据付状況 写真－3.19　ケーソン中詰め状況

写真－3.16　ケーソン製作状況（完成間近）写真－3.15　ケーソン製作状況（中段付近）
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❷非重力式防波堤
　重力式防波堤がおもに重力で波力に抵抗するのに対して、非重力式防
波堤は、杭の抵抗力や、係留策の張力などの重量以外の抵抗力で波力に
抵抗する構造のもので、一般に通水性を有する形式が多い。
●カーテン式防波堤
カーテン式防波堤は、内湾等の比較的波高の小さい海域や海底地
盤が軟弱である場所等における防波堤として用いており、カーテン下
端と海底間の隙間を通して、潮汐および波浪による海水交換が期待
できる。
右図のように杭の前面にコンクリート製のカーテンを取り付けた構
造となっており、カーテンを一列にするか、二列に配置するかによっ
て、一重または、二重カーテン式（図－3.3）に分けられる。
前面のカーテンにＰＣ版を用いることにより断面の小さい水密性
にすぐれた部材となる。
●浮防波堤
浮防波堤は、浮体を並べて波浪を防ぐ形式のもので、海水や漂砂
の動きを妨げないこと、潮位差や地盤状態に影響されないこと、移動
可能であるなどの利点を持つが、相当の伝達波が生じることや耐波力
に限界があることなどにより、比較的波の小さな所に多く用いられて
いる。浮防波堤では、法線（長手）方向へのプレストレスの導入や分割
施工時の洋上接合材としてＰＣ鋼材が用いられている。
実用化されているものは、主として小規模な水域の防護を目的とし

ているため比較的小さい規模のものが多いが、一般港湾の防波堤と
して使うことを目的とした比較的大規模の浮防波堤の開発が進めら
れている。
配置方法は、直列配置のものと、交互二層配置に分けられる（図－
3.4）。

構造形式は、浮体の形状により、３形式に分けられ
る（図－3.5）。
(1)矩形型浮防波堤
全体がフロートとなる構造形式
(2)ＣＦ（Center Float）型浮防波堤
中央部にフロートがあり、越波防止用の空隙を両
サイドに持つ構造
(3)ＳＦ（Side Float）型浮防波堤
浮体の前後にフロートを持ち、中間に越波防止用
の空隙を持つ構造

図－3.4　浮防波堤の平面配置

図－3.3　浮防波堤イメージ図

図－3.5　浮防波堤の構造形式

図－3.2　カーテン式防波堤の分類
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